
庄
内
た
が
わ
農
協
（
太

田
政
士
組
合
長
）
の
第
27

回
通
常
総
代
会
が
６
月
23

日(

月)

、
新
余
目
支
所
２。

階
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
す

事
業
利
益
が
減

２
０
２
１
（
令
和
３
）

年
度
の
事
業
総
利
益
は
29

億
０
５
７
９
万
円
（
前
年

度

億
９
２
０
９
万
円

、）

30
事
業
管
理
費
は

億
１
８

28

２
１
万
円
（
同

億
６
８

29

５
５
万
円
）
で
、
事
業
利

益
は
８
７
５
８
万
円
と
な

り
、
前
年
度
１
億
２
３
５

４
万
円
か
ら
３
５
９
６
万

円
減
少
し
ま
し
た
。

事
業
外
収
支
を
合
わ
せ

た
経
常
利
益
は
２
億
５
９

６
０
万
円
（
前
年
度
２
億

７
７
７
６
万
円

、
当
期
剰

）

余
金
は
１
億
９
９
６
２
万

円
（
同
７
０
８
７
万
円
）

で
す
。

当
期
未
処
分
剰
余
金
３

億
６
４
４
７
万
円(
前
年
度

２
億
３
９
２
０
万
円
）
の

う
ち
、
利
益
準
備
金
と
し

て
１
億
円
（
同
５
０
０
０

万
円

、
任
意
積
立
金
と
し

）

て
施
設
整
備
積
立
金
１
億

円
を
積
み
立
て
、
積
立
累

計
額
は
１
億
５
０
０
０
万

円
と
な
り
ま
す
。

園
芸
振
興
積
立
金
は
１

億
円
を
取
り
崩
し
、
残
高

は
あ
り
ま
せ
ん
。

配
当
は
無
く
、
次
期
繰

越
剰
余
金
を
１
億
６
４
４

７
万
円
（
前
年
度
１
億
３

）

。

９
２
０
万
円

に
し
ま
す

子
会
社

(

株)

あ
い
と
サ
ー
ビ
ス

（
代
表
取
締
役
社
長
・
五

十
嵐
常
勝
）
は
、
売
上
高

億
４
０
４
２
万
円
（
前

48年
度

億
２
５
２
６
万

45

円

、
経
常
利
益
１
億
１
２

）
４
５
万
円
（
同
１
億
４
８

２
３
万
円

、
当
期
純
利
益

）

７
２
０
０
万
円
（
同
１
億

９
万
円
）
を
計
上
。
２
０

１
４
（
平
成

）
年
８
月

26

１
日
に
設
立
さ
れ
た
１
０。

０
％
出
資
の
子
会
社
で
す

％
出
資
の
子
会
社
の

60
羽
黒
・
の
う
き
ょ
う
食
品

加
工(

有)

（
代
表
取
締
役

社
長
・
菅
原
勝
）
は
、
売

上
高
６
億
３
８
４
０
万
円

（
前
年
度
５
億
８
９
８
６

万
円

、
経
常
利
益
△
８
９

）

７
万
円
（
同
△
２
２
１
５

４
万
円

、
当
期
純
利
益
△

）

９
９
４
万
円
（
同
△
２
１

１
４
万
円
）
で
す
。

Ｊ
Ａ
あ
ま
る
め

組
合
長
が
交
代

Ｊ
Ａ
あ
ま
る
め
（
森
屋

要
二
組
合
長
）
は

日
、

12

庄
内
町
の
響
ホ
ー
ル
で
通

常
総
会
を
開
き
、
任
期
満

了
に
伴
う
役
員
改
選
で
、

新
た
な
組
合
長
に
佐
藤
一

彦
副
組
合
長
（

）
を
選

60

び
ま
し
た
。

副
組
合
長
は
阿
部
勝
吉

理
事
、
代
表
監
事
に
柿
崎

寿
一
監
事
を
選
任
し
ま
し

た
。Ｊ

Ａ
あ
ま
る
め
は
、
独

自
路
線
を
貫
き
、
コ
ー
プ

店
舗
は
鶴
岡
生
協
と
提
携

し
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
に
生
活
部

事
業
を
営
農
販
売
部
に
統

合
し

「
生
活
館
」
と
「
資

、

材
館
」
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
ま
し
た
。
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（月２００円程度）
6月 32人 10,513円
5月 41人 30,803円

庄内たがわ農協　　合併前との比較（単位：千円）
基準年1993年 2019年度 2020年度 2021年度 前年度と基準年と
平成５年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 の対比 の対比

正組合員数（人） 16,876 11,884 11,581 11,287 97.5% 66.9%正組合員数（人）
職員数（人） 職員数（人）1,123 433 428 420 98.1% 37.4%
資産 資産117,589,340 126,471,702 130,835,038 130,806,414 100.0% 111.2%
負債 負債111,618,080 116,602,351 121,007,259 120,949,342 100.0% 108.4%
資本（純資産） 5,971,260 9,869,351 9,827,779 9,857,072 100.3% 165.1%資本（純資産）
当期剰余金 当期剰余金93,323 144,753 70,867 199,622 281.7% 213.9%
貯金 貯金96,633,096 110,999,646 115,018,635 115,369,836 100.3% 119.4%
貸出金 貸出金36,394,244 29,287,107 29,852,717 32,368,791 108.4% 88.9%
長期共済保有高 長期共済保有高665,528,140 454,579,987 442,386,012 427,517,915 96.6% 64.2%
購買 購買19,815,583 3,831,287 3,808,432 3,368,898 88.5% 17.0%
販売 販売30,276,797 12,712,916 13,706,326 12,719,876 92.8% 42.0%

(米穀) 24,149,280 9,891,757 11,068,760 10,240,896 92.5% 42.4%(米穀)
（園特） 3,263,811 1,800,170 1,667,780 1,534,951 92.0% 47.0%（園特）
（畜産） 2,863,706 981,352 926,131 895,501 96.7% 31.3%（畜産）

（産直店舗） 39,636 43,653 48,527 111.2% - （産直店舗）
自己資本比率 14.79% 14.48% 14.24% 自己資本比率

合併は1995年（平７）。職員数は合併直前との比較。臨時職員含む。
(株)あいとサービス2014年８月１日設立。燃料・葬祭が10月１日から、農機・車両が１月１日から事業開始

各農協の出資金等の比較
JA庄内たがわ JA鶴岡 JAあまるめ

正１人当出資金 347,054円 282,790円 819,000円

正１戸当出資金 461,716円 435,069円 1,029,000円

正１戸当販売額 1,499,278円 3,028,111円 2,208,563円

正１戸当購買額 330,230円 1,709,915円 1,901,720円

自己資本比率 14.24% 13.31% 20.02%

出資配当 1.0％ 2.0％

特別配当

米１俵当100円 

米１俵200円 

農畜購買1.0％ 
園芸産直販売1.0% 

農機軽トラ等1.0%
※JA庄内たがわの購買額は(株)あいとサービス除く

※JAあまるめの購買額はコープ除く。農機含む

（2022年度総代会・総会資料より）



皆
川
治
鶴
岡
市
長
の
パ
「

ワ
ハ
ラ
の
疑
い
」
が
、
14

日
の
新
聞
・
テ
レ
ビ
で
報

道
さ
れ
ま
し
た
。

（

日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
報
道
）

14市
職
労
が
３
月
か
ら
４

月
に
か
け
て
、
無
記
名
で

職
場
で
の
パ
ワ
ハ
ラ
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
い
、
そ
の
結
果
に
つ
い

て
、
市
議
会
６
月
定
例
会

一
般
質
問
で
、
元
市
職
労

委
員
長
の
工
藤
博
議
員
市
（

民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
が
取
り

上
げ
た
こ
と
か
ら
、
ニ
ュ

ー
ス
に
な
り
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
９
７

５
人
の
対
象
者
の
う
ち
２

７
１
人
が
回
答
し
、

人
19

が
皆
川
市
長
か
ら
パ
ワ
ハ

ラ
が
疑
わ
れ
る
行
為
を
受。

け
た
こ
と
が
あ
る
と
回
答

人
が
そ
の
行
為
を
見
た

70り
聞
い
た
り
し
た
こ
と
が

あ
る
と
回
答
し
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

そ
の
具
体
的
な
行
為
と

し
て
は
、
ど
な
っ
た
り
書

類
を
投
げ
つ
け
る
な
ど
の

「

」

、

威
圧
的
言
動
が

件
60

「
暴
言
・
侮
辱
・
人
格
攻

撃
」
が

件
「
過
大
・
過

、

43

小
・
理
不
尽
な
要
求
」
が

件
あ
っ
た
と
し
て
い
ま

33

す
。市

職
労
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
は
昨
年

月
、
市
議

12

会
に
匿
名
の
告
発
文
書
が

あ
っ
た
こ
と
を
受
け
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

昨
年

月
の
市
長
選
挙

10

で
「
パ
ワ
ハ
ラ
疑
惑
」
が

、
喧
伝
さ
れ
、
自
民
会
派
は

け
ん
で
ん

百
条
委
員
会
設
置
を
強
行

し
、
皆
川
市
長
へ
の
追
求

を
強
め
て
い
ま
す
。

市
民
か
ら
の
声

藤
島
・
長
沼
地
区
の
Ｉ

、「

、

氏
か
ら
は

皆
川
市
長
は

文
化
会
館
に
１
０
０
億
円

も
つ
ぎ
込
む
よ
う
な
、
ぬ

る
ま
湯
だ
っ
た
市
の
職
場

を
変
え
よ
う
と
し
て
、
時

に
は
強
い
姿
勢
が
出
た
の

だ
と
思
う
。

結
果
的
に
、
市
職
員
の

姿
勢
は
以
前
と
比
べ
、
応

対
が
良
く
な
っ
た
と
実
感

し
て
い
る
。

議
会
は
、
政
争
の
具
に

せ
ず
、
市
民
目
線
で
議
論

し
て
欲
し
い
」
と
の
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
あ

ら
ゆ
る
職
場
・
社
会
で
大

き
な
問
題
と
さ
れ
、
撲
滅

に
向
け
て
対
策
強
化
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

皆
川
市
長
は
「
回
答
が

、

あ
っ
た
こ
と
は
承
知
し
て

い
る
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い

明
る
く
働
き
や
す
い
職
場、

づ
く
り
の
優
先
度
を
上
げ

私
を
含
む
関
係
者
の
意
識

向
上
と
、
職
場
環
境
の
改

善
に
取
り
組
む
」
と
述
べ

て
い
ま
す
。

仙
台
の
弁
護
士
は

先
週
「
変
な
訴
状
を
書

い
た
の
が
コ
イ
ツ
か
」
と

書
き
ま
し
た
が
、
訴
状
を

書
い
た
の
は
仙
台
市
青
葉

区
の
菅
野
淳
一
法
律
事
務

所
の
所
長
と
竹
内
に
加
瀬

谷
の
３
人
の
弁
護
士
だ
。

▲
訴
状
の
シ
ョ
ッ
パ
ナ
に

こ
う
あ
る
ん
だ
。
賠
償
金

に
事
故
の
あ
っ
た
日
か
ら

年
３
分
の
利
子
を
付
け
て

支
払
え
と
。
こ
れ
が
彼
ら。

の
常
識
だ
か
ら
恐
ろ
し
い

▲
９
月

日
最
初
の
連
絡

10

、

か
ら

月
２
日
ま
で
３
回

11

修
理
工
場
で
見
積
も
っ
た

の
だ
か
ら
正
し
い
も
の
だ

と
言
う
修
理
費
が
２
ヶ
月

経
っ
て
も
暫
定
で

万
円

10

位
だ
と
言
う
。
そ
の
上
、

正
確
な
金
額
は
確
定
次
第

教
え
る
か
ら
・
と
書
き
な

が
ら
、
正
確
な
金
額
は
訴

状
で
な
ん
だ
ゼ
。
信
義
も

な
い
恐
ろ
し
い
弁
護
士
達

ヨ
の
～
。

▲
修
理
工
場
で
の
金
額
だ

か
ら
正
し
い
・
と
す
る
見

積
書
は
、
山
形
の
三
井
住

友
海
上
火
災
保
険
株
式
会

社
が
書
い
た
ん
だ
。
９
月

の
事
故
な
の
に
２
月

日
15

の
日
付
だ
ヨ
。
し
か
も
、

証
拠
写
真
だ
と
出
し
た
写

真
が
バ
イ
ク
と
ぶ
っ
つ
か。

っ
た
場
所
じ
ゃ
ネ
～
ン
だ

だ
か
ら
修
理
費
も
本
当
じ

ゃ
ネ
～
ン
だ
ゼ
。
コ
イ
ツ

ラ
に
は
正
義
も
ネ
～
ゼ
。

▲
傷
の
場
所
が
「
車
の
ド

ア
付
近
が
衝
突
し
た
」
と

な
っ
て
お
り
、
ド
ア
付
近

が
・
と
な
れ
ば
相
手
の
ど

こ
と
ぶ
っ
つ
か
っ
た
・
か

が
な
け
れ
ば
作
文
は
ハ
ン

パ
で
し
ょ
。
ド
ア
は
４
つ

あ
る
だ
ろ
。
ど
こ
の
ド
ア

と
も
書
い
て
い
な
い
ん
だ

か
ら
。
右
の
先
端
が
突
っ

込
ん
で
き
た
ん
だ
が
サ
。

▲
直
進
し
て
い
た
バ
イ
ク

が
注
意
し
て
い
な
か
っ
た

か
ら
起
き
た
と
シ
ツ
コ
ク

書
き
な
が
ら
、
一
時
停
止

す
べ
き
丁
字
路
で
一
時
停

止
を
し
な
か
っ
た
と
は
一

切
書
い
て
ね
～
訴
状
だ
。、

▲
上
げ
れ
ば
ま
だ
あ
る
が

ど
う
で
す
？
こ
れ
が
頭
が

い
い
仙
台
の
弁
護
士
の
仕

事
な
ん
だ
ゼ
（
石
川
）

。

ら
、
エ
サ
代
値
上
げ
で
困

っ
て
い
る
養
豚
農
家
の
苦

し
み
の
解
決
。
そ
の
一
つ

と
し
て

掛
川
方
式

(

静

、「

」

岡
県
掛
川
市)

の
普
及
運
動

を
進
め
て
き
た
。

議
会
総
務
委
員
会
で
提

案
し
、
掛
川
市
原
田
養
豚。

組
合
の
視
察
が
実
現
し
た

常
時
３
５
０
０
頭
も
飼

育
し
て
い
る
、
豚
舎
の
中

は
臭
い
が
な
く
、
醗
酵
微

生
物
を
飼
料
に
加
え
、
オ

ガ
屑
に
吸
収
腐
熟
さ
せ
て

い
る
。

参
加
し
た
議
員
は
口
々

に
、
ぜ
ひ
実
現
さ
せ
た
い

公
約
実
現
へ
、
初
の

■一
般
質
問

、

初
当
選
の
勇
一
議
員
は

、

７
月
５
日
の
臨
時
議
会
で

、

議
席
番
号
３
番
に
決
ま
り

総
務
常
任
委
員
会
所
属
に

決
ま
っ
た
。

町
民
の
た
め
、
議
会
で

の
ス
タ
ー
ト
が
切
っ
た
。

ま
ず
、
議
員
就
任
前
か

と
話
し
あ
っ
て
い
た
。

ま
た
、
和
光
町
住
宅
団

地
が
造
成
さ
れ
、
下
水
が

農
業
用
水
路
に
流
れ
、
窒

素
過
剰
で
稲
の
倒
伏
、
田

圃
の
悪
臭
な
ど
の
問
題
が

起
こ
っ
た
。

日
本
共
産
党
余
目
支
部

と
勇
一
町
議
は
、
生
産
組

合
長
ら
と
町
長
・
庄
内
支

庁
長
と
交
渉
し
、
浄
化
糟

設
置
が
実
現
し
た
。

１
９
７
４
年(

昭
和

)49

６
月
定
例
議
会
で
初
の
一

般
質
問
。

１
，
道
路
舗
装
の
住
民

負
担
の
全
廃
。

２
．
北
部
地
区
の
農
集

ひ
と

（
庄
内
町
槇
島
）

日
下
部
勇
一

波
瀾(

乱)

万
丈
の
人
生青

山

崇

。

電
話
の
普
通
電
話
へ
移
行

３
．
町
営
グ
ラ
ン
ド
の

飛
砂
で
、
洗
濯
物
が
干
せ

な
い
と
和
光
町
や
町
営
住

宅
な
ど
で
困
っ
て
い
る
。

そ
の
対
策
な
ど
で
質
問
し

た
。次

の
よ
う
な
町
長
答
弁

が
あ
っ
た
。

住
民
負
担
は
全
廃
、
普

通
電
話
へ
の
移
行
は
検
討

す
る
。
グ
ラ
ン
ド
の
飛
砂

は
恐
縮
で
、
教
育
委
員
会

と
現
場
を
見
て
対
策
を
た

て
る
。

初
質
問
で
、
す
ぐ
実
現

す
る
問
題
を
と
り
上
げ
た

こ
と
は
さ
す
が
で
あ
る
。

皆
川
市
長
の「
パ
ワ
ハ
ラ
の
疑
い
」
報
道

市
民
目
線
で
議
論
を


